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発行枚数 650枚 メール配信 100団体 
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                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３１ 団体 

  当センター登録団体数   １４０ 団体 

  当センター登録会員数   ６，７８７人 

  ２月月来館者数            ２，３４４人 

  ２月印刷機利用枚数  １８，５９８枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

今月のトップニュース センター長の 「目指せ！市民活動日本一」 その７５ 

トップランナーの活動紹介／ネットワーク 

「ＮＰＯ法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会」の活動が、まちづくり活動を支援し

ている「ハウジングアンドコミュニティ財団」からの助成に内定した。 

助成金応募１６０団体中の１０団体選抜に勝ち抜いた。 

吉田茂の兄・明太郎（農業機械のコマツの創業者）の所有していた「竹内農場」跡地を、地域の

観光資源とするために調査に取り組む活動が、高く評価されたと代表からの報告を聞いた。 

荒れ放題の山林の中で行われた赤レンガ建物の調査活動は、他の市民団体と

関係者の情熱が大學教師等の学識者の参入、行政との協業、売り主の出現、

以前の居住者の加入、県外の活動団体との交流へと進化した。 

この度の助成決定により、最大の課題となっていた活動予算の獲得を経て、 

彼らの活動は新たな展開に入る。 

活動記録がホームページや広報誌「ほぞん」により拡散し、さらになる史実の 

発見が期待される。 

また、成果物として小冊子を10,000冊発行する計画とのこと。 

今回の理事会にて「九州・唐津市の芳谷炭鉱を守る会」の中心メンバーとの 

交流がスタートしたことや、新たな学識者（筑波技術大学）が加わったなど、 

全国へのネットワークに成長してきた。 

冊子「ＫＣＮ１５年の歩み２０１９」の出版と記念行事  

２０１９年４月号 

基調講演として「認定ＮＰＯ法人茨城 ＮＰＯセンターコモンズ」 

事務局長大野氏。来賓に中山市長をお迎えして出版報告会と

記念パーティーが開催された。 

２６年前に平成維新の大前健一に惹かれ、仲間とともに住民

ネットワークを設立した。 

その後 退職金を投資し活動拠点コムハウスを設立。まさに第

二の人生の激動のありさまを出版した。 

湧きあがるアイデアとエネルギー。並外れた挑戦意欲が２５０枚

弱の投稿に盛り込まれている。 

第２の人生の生きがいとした「市民活動日本一」先導者としての

足跡は後世に残る「道しるべ」となることに疑問の余地はない。

まさに龍ケ崎の自慢である。  



竜ケ崎飛行場市民探鳥会のおしらせ 
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牛久沼での湖水活「動龍ケ崎市Ｂ＆Ｇ ＵＳＣ海洋クラブ」舟艇器材配備式典の開催 
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絶滅危惧種の「コジュリン」や渡り途中の「ムナグロ」やシギ達を観察します。 

ご家族でお気軽にご参加ください。 

場所：竜ケ崎飛行場と周辺の田んぼ（龍ケ崎市半田町３１７７） 

日時：５月５日（祝）※雨天中止 

    午前９時～１２時  ９時現地飛行場駐車場集合 

参加費： 50円（保険代）/1人 

協力 龍ケ崎バードウォッチングクラブの皆さん 

問い合わせ・申し込み 龍ケ崎市市民活動センター☎0297-63-0030 

「龍ケ崎市Ｂ＆Ｇ ＵＳＣ 海洋クラブ（旧牛久沼水上クラブ）」は

青少年を対象としたウインドサーフィンスクールで、牛久沼で活

動しています。先日の「りゅうがさき市民活動フェア」にも参加い

ただいた。 

この度クラブは「Ｂ＆Ｇ財団（ブルーシーアンドグリーンランド財

団）」との事業提携が完了し、活動に欠かせない舟艇器材の提供

を受けることになりました。 

その器材配備式典が開催されます。 

式典は市民活動センターで５月１２日（日）に初出艇イベントが催

され、市とセンター関係者も参加予定です。 

健康マージャンで脳を活性化「雀の会」(伊藤代表)

の皆さん。 

賭けない、飲まない、吸わない健康麻雀の会は、 

会員数は33人。認知症の予防も兼ねて交流の輪

を広げています。 

代表者の伊藤様は家族の勧めで麻雀教室に通

い、覚えてから会員を募り、毎回メンバーの組み

合わせや賞品の買い出しを楽しむ世話好き美

人・・・皆さんに尊敬されている。 

1日５回やってもぜんぜ～ん疲れないとか・・・役満

もたびたび・・・（羨ましい） 

毎週日曜・火曜日市民活動センターで活動中  

会員制  

問い合わせは☎0297-65-7702（伊藤代表） 

今月のインターネットライブ放送 


